
新⼊社員に求められる「⾃⾛⼒」とは︖

2022.9お申し込みはWebで

新⼊社員のためのクラウドエンジニア研修
-DX時代のSIに求められる必須スキル-

集合ビジネスマナー×ITスキル

⽇程 2023/4/5(水)〜28(金)

9:30〜17:30
※休憩1時間あり。⼟⽇祝を除く、18⽇間

受講費⽤

お⼀⼈様 418,000円（税込）
※１名からお申し込み可
※中⼩企業のお客様が厚⽣労働省の助成⾦を
活⽤した場合の実質負担額例
お⼀⼈様 134,200円（税込）

会場
⼋重洲ラーニングセンター
〒104-0031 東京都中央区京橋2-8-7
読売⼋重洲ビル4F

こんな⽅にオススメします

• 短期間で幅広いITの知識を⾝につけさせたい
• IT初⼼者が研修についていけるサポート体制がほしい
• 受講者1⼈ひとりの客観的な報告書がほしい
• ビジネスマナーをしっかり⾝につけさせたい

本書に掲載された内容は、予告なく変更される場合があります。予めご了承ください。本書に掲載された内容の無断転⽤を禁じます。

激動のDX時代、SIに求められるスキルは特定の技術に限られません。⽇々の技術⾰新に対応＆挑戦
できるようなスキルが求められています。このようなスキルを当社では「⾃⾛⼒」と定義しました。
「⾃⾛⼒」があるエンジニアになるための、基礎的なスキルおよびマインドを1か⽉間で養成します。

こんな技術の基礎が学べます
• クラウドサービスを活⽤した簡易サービス開発（チャットボット）
• プログラミング（Python）
• サーバOS基本操作（Linux）
• Webコンテンツ（HTML/CSS、Webアプリケーション）
• データベース（PostgreSQL）
• ビジネスマナー

「⾃⾛⼒」を養成する取り組みの例

豊富な調べ学習および
グループディスカッション

全体像（⽬的）を理解してから
技術要素（⼿段）を深掘りし、

課題を明確化

発表会、朝活動、⽇報など
インプット＆アウトプットの

機会を多数⽤意

2 挑戦できる能⼒があることを⾃覚している
3 知識・技術・経験のインプット＆アウトプットができる

1 ⾃ら考え検証する⼒がある

https://www.edifist.co.jp/it/class/rookie_training
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